
　

昭
和
13
年
の
開
業
以
来
、80
年
も
の

間
、住
民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
て
き
た
三
木
駅
舎
は
、平
成
30
年
3

月
の
火
災
に
よ
り
焼
失
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
で

快
適
な
駅
の
再
生
を
図
る
た
め
、駅
前

広
場（
ロ
ー
タ
リ
ー
）お
よ
び
新
駅
舎
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、神
戸
電
鉄（
株
）や
県
と

と
も
に
設
立
し
た
神
戸
電
鉄
粟
生
線
三

木
駅
再
生
検
討
協
議
会
が
平
成
30
年
7

月
〜
9
月
に
実
施
し
た「
三
木
駅
の
再

生
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
、

再
生
後
の
三
木
駅
の
外
観
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
3
案（
旧
駅
舎
・
レ
ト
ロ
風
、モ
ダ

ン
風
、城
下
町
風
）が
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。

　
こ
の
3
案
の
デ
ザ
イ
ン
候
補
の
中
か

ら
、こ
の
た
び
新
駅
舎
の
外
観
デ
ザ
イ

ン
投
票
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
今
後
も
変
わ
ら
ず
愛
着
を
持
て
る

駅
舎
は
こ
れ
だ
」と
思
う
も
の
に
投
票

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
投
票
資
格

　
ど
な
た
で
も（
法
人・団
体
も
可
）

▼
投
票
期
間

8
月
15
日（
土
）〜
9
月
15
日（
火
）

▼
投
票
方
法

　
①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
神
戸
電
鉄
粟

　
　
生
線
三
木
駅
舎
外
観
デ
ザ
イ
ン
総

　
　
選
挙
」に
ア
ク
セ
ス
し
、フ
ォ
ー

　
　

ム
に
必
要
事
項
を
入
力
後
、送

　
　

信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
各
投
票
所
に
設
置
し
て
い
る
投
票

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、投
票
箱
に
投
票
す
る
か
、郵

送
ま
た
は
F
A
X
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
開
始
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
各
投
票
所
で
各
デ
ザ
イ

ン
候
補
の
パ
ー
ス
図（
立
体
図
）を

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　（
投
票
は
1
人〔
団
体
〕
1
回
ま
で
）

▼
投
票
所

　
・市
役
所　
3
階
市
民
課
前

　
・各
市
立
公
民
館
、三
木
南
交
流
セ

ン
タ
ー

　
・中
央
図
書
館
、吉
川
図
書
館

　
・神
戸
電
鉄
粟
生
線
三
木
駅（
上
り
・

下
り
）

▼
結
果
発
表

　

投
票
結
果
は
9
月
下
旬
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

投
票
者
の
中
か
ら
抽
選
で
1
0
0
名

様
に「
神
戸
電
鉄
1
日
乗
り
放
題
チ

ケ
ッ
ト
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（市）
交
通
政
策
課

　
　
8
2
ー
9
6
2
5

城下町風
デザイン候補C

モダン風
デザイン候補B

旧駅舎・レトロ風
デザイン候補A

神戸電鉄粟生線 新三木駅舎
外観デザイン総選挙

整備予定地

●各候補案のデザインはイメージです。実際の仕上がりとは異なる場合があります。

●図はイメージであり、今後変更となる場合が 
　あります。

みんなで決めよう！
/

/

旧駅舎をほうふつとさせる赤い
三角屋根が当時の懐かしさを演出

特徴的な縦ストライプと曲面の大屋根
が駅舎全体を包み込む優しさを演出

【南面】 【南面】 【南面】

【西面】　　　　　　　　【東面】 【西面】　　　　　　　　【東面】【西面】　　　　　　　　【東面】

城下町の大名屋敷を思わせる
大屋根が重厚感を醸成

▲ホームページ　
　はこちら

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
は
ど
れ
？

投
票
を
お
願
い
し
ま
す
！

問

特集
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